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	応用
	抗原情報
	背景
	DNAミスマッチ修復システム（MMR）は、複製後のDNAを修復し、異なるDNA配列間の組換えを阻害し、特定の種類のDNA損傷後にチェックポイント反応とアポトーシス反応の両方を誘導します。MSH2（MutSホモログ2）は、MSH6とhMutS-α二量体を形成し、ミスマッチ修復プロセスの重要な構成要素です。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	MSH6 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の MSH6 のウエスタン ブロット分析。
	

	MSH6抗体とDAPI（青）を用いたHela中のMSH6（緑）の免疫細胞化学分析
	

	MSH6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

